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１．はじめに 

地域の防災・減災のためにソフト対策として市町村から

各種ハザードマップが提供されているが 1)，住民側では災

害の記憶はあってもこれらの情報が十分に伝わっていない

ことから発災時に避難遅れによって被害を大きくしている

状況がある．このような状況の中で地域の防災力向上のた

め，「学」の地域への支援として呉市広長浜自治連合会と学

生の協働でDIG(Disaster Imagination Game)2)による防災マッ

プ作りの取り組みを 2017年度から継続している 3)．この取

り組みが翌年2018年7月豪雨の際の避難対策や孤立状態と

なった地域および避難所の運営に活かされている 4)．また

この取り組みは，広徳丸地区，広大広地区において同災害

後の防災マップ作りの活動に活かされている 5) 6)． 
本報告は，想定される南海トラフ巨大地震における問題

点を把握し，今後の防災力を向上させるための取り組みと

して防災まち歩きおよび防災マップ作成により課題を取り

まとめたものである．対象とした地域は図-1に示すように

周囲は山で囲まれ，海岸線の砂浜が埋め立てられている約

615世帯，人口約 1300人である．家屋は 650戸余りである

が現在では空き家が増えている．4自治会を対象としたが，

作成した防災マップは西側の自治会について報告する． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．室内におけるDIGの取り組み 

 DIGの第一ステップは，室内における災害の影響の把握

である．写真-1は防災工学における南海トラフ地震の影響

の授業において 4自治会の協力を得てマップ上に整理し，

意見交換をしている状況である．この取り組みでは，密集

した地域内において，倒壊の危険性がある空き家，家屋倒

壊やブロック塀，瓦の落下などで避難路として使えるか， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化による避難路への影響，津波浸水の影響範囲など

を整理し，避難行動について意見を発表した. 

３．防災まち歩きの視点 

 室内DIGの取り組みをふまえ，防災まち歩きを実施する

ことにした．呉市で想定される巨大地震は，表-1に示すよ

うに南海トラフ地震および瀬戸内海域活断層地震である．

最高津波水位および到達時間は前者が 3.6m，240分，後者

が 2.9m，185分となっている．図-2は南海トラフ地震にお

いて最大津波が発生した場合の地域の浸水範囲を示したも

のである．沿岸平地部の広範囲の浸水被害が想定できる． 
これらの地震が発生した場合の影響と想定される被害， 

表-1 呉市で想定される巨大地震の規模 
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図-1 広長浜地区自治会と過去および2018.7豪雨災害個所 
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写真-1 南海トラフ巨大地震を想定したDIGの授業状況 

 
図-2 南海トラフ巨大地震津波時の広長浜地区浸水範囲 

土木学会中国支部第72回研究発表会（令和2年度）Ⅳ－12

－ 270 －



表-2 巨大地震を想定した影響とまち歩きの視点 

 
減災のための確認事項を表₋2に整理した．すなわち，防災

まち歩きでは①地震時の地盤の揺れ（震度 6弱〜6強），②

地盤の液状化，③地震後の津波の想定，④災害発生時に孤

立状態となった場合の水を確保できる井戸の位置，⑤防火

用小河川の位置についても調査することとした． 

４．防災まち歩きにおける調査と防災マップ作り 

 写真-2 は地震を想定した防災まち歩きを実施した際の主

な事例である．当地区内では住宅が密集しており，避難路

となる通路に沿って石垣・石積塀・ブロック塀が多く設置

されており， 2001年3月24日に発生した芸予地震（M6.7，
呉市広の震度 5強）において石垣の崩壊積み直しや変状補

修が施されている箇所を確認した．地域内には地震時の安

定性が懸念される空き家が増えている．また，二種類の巨

大地震後の最高津波高と地盤高との差分により津波浸水深

を各所で確認した．さらに，災害後に利用可能性のある井

戸の位置を確認した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 図-3は広長浜地区沼田・明神の地震時防災マップを示し

たものである．図中には①道幅，②隣接する石瓶・ブロッ

ク塀などの危険個所，③空き家を示すことによって，地震

時の倒壊による通路閉塞の可能性を考慮し，④集落ごとの

避難路の候補を矢印で示した．また，⑤災害後に使用可能

といえる井戸の位置も記入した．  
６．あとがき 

呉市広長浜地区において，学生と地域自治会との協働によ

りDIG手法によるワークショップ，防災まち歩きを通して

地震時の避難行動に資するための防災マップを作成した. 

当地域は住宅が密集し，生活路が狭く，さらに，旧耐震基

準の家屋が約 650戸のうち約 80%と多いことから，巨大地

震により家屋倒壊による人的被害や避難路の閉塞が課題で

ある． 作成した防災マップの地域への周知や避難訓練など

を通して地域の防災力向上が重要であり，さらには「学」

の触媒的な役割 7)も発揮していきたいと考えている．  
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写真-2 地震被害を想定した防災まち歩きの状況 

 
図-3 防災マップの作成事例（沼田地区・明神地区） 
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